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生活環境モニタリングとしての地域がん登録の役割 

岡本  直幸 * 

 
「地域がん登録」の主な目的は、当該人口集

団の“がん罹患”状況を的確に把握し、信頼性

のある“罹患率”を計測することにある。そし

て、この「地域がん登録」の資料は「がん対策

の評価」や「がんの疫学研究」に利用される。

とくに、北米やヨーロッパではがん対策の評価、

がん検診の有効性の評価、がんの生存率算定、

がんの病因研究、がんの将来予測、環境の悪化

による発がんの観察などの研究に「地域がん登

録」の資料が積極的に利用されている。しかし、

わが国の地域がん登録は登録資料の効果的利

用という側面は未だ少なく、いかに精度を向上

させるかに主眼がおかれている。その原因とし

て考えられるのは、がんの届出が欧米とは異な

って、医師や診療機関のボランティアによって

行われていることである。そのため、国内のす

べての医師や医療機関の協力が得られている

わけではない。この有志による届出の向上を期

待するためには、地域がん登録を用いた“がん

対策の評価研究”や“がんの疫学研究”が一般

的となり、臨床の場でも有益であることを示す

必要があろう。また、人口の高齢化や生活環境

の変化を迎えているわが国にとって、正確なが

んの罹患率や死亡率に則ったがん対策が求め

られるため、届出の義務化などの法的なサポー

トが重要な鍵であると思われる。 
今回のシンポジウムでは、「生活環境モニタ

リングとしての地域がん登録の役割」を主題と

して、環境汚染による“がん”の発生リスクを

検討する場合に「地域がん登録」の立場とは如

何なるものか、有益な情報を提供することが可

能であるか、などについて検討を加えてみたい。 

1. 地域がん登録とモニタリング 
精度の高い地域がん登録を有する国々では、

さまざまな要因に関するサーベイランスシス

テムやモニタリングシステムとして地域がん

登録を用いている。例えば、人種の相違 1)、農

薬 2)、アスベスト 、環境汚染 、生存期間 、

薬剤 、小地域 、ホルモンリセプター 、に

関する調査・研究がなされている。また、WHO
の 下 部 機 構 で あ る 国 際 が ん 研 究 所

（International Agency for Research on Cancer; 
IARC）では、世界各国の地域がん登録のデー

タを収集し公表している 。わが国において

も、厚生省がん研究助成金による「地域がん登

録の精度向上と活用に関する研究」班の報告書

において、主な地域のがん罹患率が計測され報

告もなされている。 

3) 4) 5)

6, 7) 8) 9)

10)

このように、地域がん登録のデータはがん対

策やがんの原因究明にとって不可欠な資料で

あり、とくにがんの一次予防や二次予防対策の

効果を判定するためには重要な資料を提供し

ているのである。 

2. 地域がん登録の問題 
しかし、地域がん登録にも多くの問題がある。

とくに、環境モニタリングのシステムとして小
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地域における“がんの異常発生”を検出しよう

とした場合、 
① その地域の人口規模 
② がん患者の受療行動 
③ 隣接地域との行政的な区分と罹患差の

関係 
④ 地域がん登録へのがん患者の届出の遅

れによる罹患率の信頼性 
⑤ 死因の信頼性 
⑥ 対象者のその地域における居住年数 
⑦ 対象者の生活状態（喫煙、職業、etc.） 

など、多くの問題がある。 
これらの問題点をある程度クリヤーした場

合に、小地域別に標準化罹患比（SIR）あるい

は標準化死亡比（SMR）にてがん罹患の地域

差や環境汚染との関連性を検証することがで

きるようになる。 

3. SIR、SMRの問題 
地域間の罹患率や死亡率を比較する場合、対

象となっている疾病の基準となる罹患率や死

亡率を設定し（多くの場合、日本全国の値が用

いられる）、その基準と各小地域における罹患

率、死亡率を比較することによって多寡を判断

するが、基準の罹患率・死亡率の決め方によっ

て結果が大きく変わる可能性がある。また、2
の③に示したように各地域（市町村などの行政

区分）の隣接した場所は、実際には区分される

ものではなく連続した時間と空間を共有して

いる。このため、行政的に分けられた地域が、

それぞれ独立した環境を有しているとは考え

られない。 
近年、これらの課題を検討した mapping の方

法が開発 11, 12, 13) されているため、今後はこれ

らの方法を積極的に取り入れて検討する必要

があろう。 

4. 環境汚染との関連性 
ある環境汚染源を含む地域の SIR あるいは

SMR が、統計的に高い値であったとしても、

当該疾病が汚染源や汚染物質と関連性がある

かどうかの確証は得られない。D.P. Sandler は
次のような困難性を指摘している 14)。 

(ｱ) 症状あるいは当該疾病と汚染とが関係

があるのか 
(ｲ) 汚染源と発生患者までの距離に関する

解析に耐え得るか 
(ｳ) 症状あるいは当該疾病は、biological 

mechanism に合致するのか 
(ｴ) その症状あるいは当該疾病は、どのよう

に計測されたか、その症状・疾病の発見

が目的で測定されてはいないか 
(ｵ) その症状・疾病のbio-markerは有るのか、

もし、あった場合にそのマーカーは汚染

源の暴露を証明するものなのか 
(ｶ) その測定自体が、その症状や疾病に影響

を及ぼさなかったか 

5. 行政的な問題 
環境汚染と疾病発生の関係を「地域がん登

録」資料のみで解析し、結論を導くことは困難

である。しかし、精度の高い「地域がん登録」

を用いて、適切な解析の手法を用いることによ

って基準とする罹患率や死亡率より、統計的に

有意に高い地域を指摘することは可能である。

その原因の解明については、その後の関連した

実験的、臨床的研究の結果を待たざるを得ない。

とくに、わが国においては、環境汚染との関連

性が示唆されるような結論が導き出されそう

な場合は行政的な介入が生じることになるた

め注意を要する。 

6. まとめ 
「地域がん登録」を用いて環境汚染に関わる

地域性を解析する場合の課題や問題点を簡単

に述べたが、基本的に精度の高い「地域がん登

録」を維持することによって、罹患率、死亡率、

生存率などの時間的、空間（地理）的な変化や

多寡を述べることは可能である。 
しかし、D.P. Sandler の指摘 14) から推測され
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るように、「地域がん登録」の資料のみでは汚

染源や汚染物質との因果関係を述べることは

不可能と思われる。しかし、その可能性を示唆

するデータは提供が可能である。本シンポジウ

ムでは、生活環境、とくに水質汚染 、農薬

、磁場 、放射線 、大気汚染 、

ダイオキシン を取り上げ、それぞれの立場

から“汚染と疾病発生の関連性”の現状を報告

していただき、解析や分析をする過程で「地域

がん登録」の資料の役割とは何なのかについて

述べていただきたい。 

15)

16, 17) 18, 19) 20, 21) 22, 23)

24) 
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